
　　令 和 ４ 年 度 公 務 災 害 の 状 況

再発・追加を含む。
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○「通常職務」について

○「体育授業」について
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○「部活動指導」について
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○合計

□ 前年度より29件減少している。

（R3:386件 R4:357件）

□ 年代別で50代以上の被災職員が約30%を占める。男性は

50代、女性は40代及び50代が一番多い。

□ 体育の授業、部活動指導の事故が65％を占める。その他、

学校行事、休み時間中の児童生徒とのふれあい中の事故も見

受けられる。

□ ４月から７月・１月に多く災害が発生している。

□ 下肢や上肢の負傷が全体の約７割近くを占めている。

□ 児童とのボール遊び等の際に、ボールのキャッチミスによ

る負傷が見受けられる。

□ 打撲、アキレス腱断裂、足関節の捻挫や骨折など「動作の

反動、無理な動作」や「転倒」による負傷が多い。

□ 機械工具類操作時の切傷、階段の踏み外しなど、職員の不

注意による事故が見受けられる。

□ 障害特性のある児童生徒の加害行為による負傷が見受けら

れる。

□ 特に打撲・挫傷や骨折が多い。

全体を通して、軽症な傷病が多く見受けられる。

主な災害発生要因分析

□ 危機意識、緊張感を持つ。

□ 日頃から時間にゆとりを持った行動を心がける。

□ 無理をせず、年齢相応の行動を心がける。

□ 自身の健康状況の把握に努める。

□ 室内外の環境に応じて、水分補給や服装の調節を心がける。

□ 入念な準備運動やストレッチをする。

□ 体育授業や部活動指導の進め方の工夫や研究に努める。

★ 実技内容（基本動作）を再確認する。

★ 担当教諭（部活動顧問）同士が連携する。

□ 日頃から施設設備等をチェックし、不具合があるものは、修

繕や応急措置をする。

□ 危険箇所がある場合は、わかりやすく表示し、注意を促す。

□ 機械工具類の注意事項や用途などを遵守し、適切に使用す

る。また、使用時にはよそ見をしない。

□ 高所作業は脚立や踏み台など用途に合った道具を使用する。

□ 共同作業の際は、お互いに声を掛け合い、特に重量物等の運

搬に当たっては、複数職員で行う。

□ ヒヤリ、ハッとした体験等を職員間で共有する。

など・・・

リーフレット「公務（通勤）災害を未然に防止するために」参照
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【令和４年度の認定事例】

自校体育館にて、部活動指導中（バスケットボール部）、生徒に指示を出しながら、後退していたところ、自分の足に絡ま
り、後ろ向きに転倒して後頭部を強打し、負傷したもの。（男性50代）

体育の授業中、生徒に跳び箱の模範演技を見せるため、ロイター板を踏み切った瞬間、右足の力が抜け、跳び箱に衝突する
とともに右足に激しい痛みが生じ、負傷したもの。（男性30代）

自校体育館で、ハンドボール部の指導を行っていた際、オフェンスとディフェンスの攻防練習の中でオフェンスの手本を見
せるため参加したところ、ボールを受け取りディフェンスの左側を抜こうと左に体をひねった際に左膝の関節から音がな
り、一瞬関節がずれて再び戻ったように感じた後左膝に激痛がはしり負傷したもの。（男性20代）

自校体育館にて、サッカー部の指導の一環として試合形式の練習に参加した際、生徒の体側と被災職員の右胸が衝突し、背
中をフロアに打ち付け、負傷した。（男性30代）

自校体育館で、体育の授業中、特別支援学級の児童の支援のため陸上のサーキットトレーニングの練習で一緒に走っていた
時、方向転換するために折り返して左足に力を入れたところ、左足のふくらはぎに痛みが走り負傷したもの。（男性40代）

体育の授業で綱引きをする児童の傍らで指導していたが、ひとりの児童が綱から手を離した反動で反り返った際に、上半身
がぶつかり転倒し、頭を地面に打ちつけ負傷したもの。（女性20代）

プール授業のため、もぐりの指導で手本をお願いした児童が潜ったとき、バランスを崩して急に立ち上がったため、児童の
頭部が被災職員の唇に接触し、八重歯が上唇を貫通し、負傷したもの。（男性50代）

体育館で鉄棒の指導中、生徒の後ろ回りの補助で生徒の腿裏を手で押していたとき、生徒が曲げた膝を伸ばして振り下ろし
たため、生徒の腿裏に左環指が引っかかり負傷したもの。（男性50代）

バスケットボールの部活動中、試合形式で練習を行い、コートに出て生徒に混ざり指導していたところ、パスをもらおうと
動いた瞬間、バキッという音がして倒れこみ、左足に力が入らなくなり負傷したもの。（男性50代）

自校体育館で、体育の授業中にマット運動を行っていた際、児童に前転の手本を見せるため前転をしている途中で首を右に
ひねり負傷したもの。（男性20代）

体育の時間中、体育館で竹馬の手本を示そうと壁から一歩踏み出したところ、竹馬が滑り、後頭部の上部をコンクリートの
壁に強打した後、頭から転倒し、負傷したもの。（男性50代）

体育の授業中、マット運動で後転の模範演技を行った際、２枚連結したマットとマットの隙間に手と頭部がはまり、首が内
側に曲がった際に首に激痛が走り負傷したもの。（男性50代）

バレーボール部の顧問の欠員により、部活動の補欠指導に入ったが、レシーブしようと前傾姿勢から右足で一歩踏み出した
ところ、右足に衝撃が走りブチッとした破裂音とともに足が動かなくなり負傷したもの。（男性50代）

自校体育館において、学校行事である「１年生を迎える会」の後片付けを行っていた際に、中腰で後ずさりしながら物を動
かし、立ち上がった瞬間に、頭上にあった木製の柱に左後頭部を激しくぶつけ、負傷したもの。（女性50代）

自校体育館にて、テニス部の指導中、ダブルスの相手をしていた生徒が打ったボールを打ち返せず、左眼に当たり、負傷し
たもの。（女性20代）

陸上競技部の指導中、自校校舎横のキャンプ場内にある階段を登って展望台まで走りこむトレーニングを実施し、下山する
際に、スズメバチの群れに襲われ、体を数か所刺され、負傷したもの。（男性30代）

自校教室で、ゴム手袋を装着して床の雑巾がけを勢いよく行った際、雑巾からはみ出したゴム手袋を装着した手が床に張り
付きストッパーのようになり、顔面から床に突っ込む形となり、右の額あたりを床に強打し負傷したもの。（女性40代）

自校職員室で、出勤し自分の席に向かっていたところ、座席後ろにある床の突起物の上に左足をのせてしまい、左足首を強
く左側にねじり、身体のバランスを崩し転倒し負傷したもの。（女性50代）

サッカー部の指導でパスをしたとき、左足で着地した際に体重がかかり、左ひざを負傷したもの。（男性20代）

中休みの指導でドッヂボールをしていたとき、児童の投げたボールを捕る際、左中指であたり、負傷したもの。
（女性40代）

自校内前庭にて、休み時間に、児童と缶蹴りを行っていたところ、缶を蹴るために走ってきた児童の脚に拳の半分ほどの石
が当たり、その石が被災職員の左肋骨に当たり、負傷したもの。（女性20代）

自校体育館で、入学式の式場設営のため紅白幕を設置する準備をしていた際、強力な磁石を使用して紅白幕のロープを固定
しようとしたところ、くっついている磁石どうしを剥がそうとして磁石に右手中指の腹の部分を挟み負傷したもの。
（女性20代）

自校体育館で、昼休み時に児童とドッジボールをしていた際、児童の投げたボールをキャッチしようとして、左手小指に
ボールが当たり負傷したもの。（女性20代）

体育祭の準備中、砲丸投で使用する砲丸を体育館玄関のロッカーから取り出し、左手に４㎏の砲丸、右手に２．７㎏の砲丸
を持ったまま、２つの砲丸を運ぶための容器を玄関内で探していたところ、左手に持っていた砲丸が滑って右手に落下し、
右手薬指が２つの砲丸に挟まれ、負傷したもの。（女性20代）

自校体育館にて、昼休みに児童とドッジボールをしていた際、尻もちをついた児童を相手から守るため四つん這いになり、
その姿勢から、右手でボールを前方に押し出したところ、右太もも裏に、普段はかからない負荷が急激に生じ、強い違和感
を感じ、負傷したもの。（男性50代）

体育授業

部 活 動

学校行事

中・昼休み
等

通常職務

算数の授業中、職員室にプリントをコピーしに行ったところ、職員室内のストーブの配線につまづき、体の正面から床に倒
れ、右上腕を強く打ち負傷したもの。（女性60代）

自校印刷室で、成績発表業務の準備のため紙を裁断機に入れセットしたのち、ずれを直そうと指を入れた際に誤って裁断機
が少し降り、左指を切り負傷したもの。（男性40代）

化学実験室で使用したビーカーを洗浄していたところ、ビーカーの注ぎ口が欠けていることに気づかず、注ぎ口に触れた右
手母指が切れて、負傷したもの。（女性50代）

研修のため、宿泊場所から用務地へ自家用車（公用使用）で向かう際、高速道路を降り、合流路で一時停止後見通しのきく
場所まで前進し、再び一時停止し道路状況を確認中に後方から走行してきた車両に追突され、強い衝撃があり、頚部に痛み
があり負傷したもの。（女性50代）

２階職員室から１階教室へ向かう途中の階段を降りている際に、手に教材を持っていたため足元がみえなく、階段を２段踏
み外し、左膝から床面に落ちる形で廊下に転倒して、負傷したもの。（男性50代）

自校調理実習室内にて、昼休みに、実習で使用したガスバーナーを片付ける際に、本体からガスボンベを外そうとしたとこ
ろ、冷めているかどうか確認せず熱が残っていた金属部分を誤って握ってしまい、負傷したもの。（女性50代）

木工準備室で２学期の授業の準備のため、手押しカンナを一人で操作し木工加工をしていたが、回転しているカンナ刃に挟
まった木屑を取り除こうとして、右第２、３指の先を負傷したもの。（男性60代）

自校校長室で、耐火書庫から今年度卒業生の標準学力テスト結果を取り出し扉を閉める際、校長に声を掛けられ振り向いた
時に書庫の扉に左環指が挟まり負傷したもの。（女性50代）

出張・研修
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そ の 他
退勤のために、自校内渡り廊下を歩行中、掲示物に気を取られ、７０cmほど降ろしていた学校開放用シャッターに頭を強く
ぶつけ、負傷したもの。（女性20代）

退勤後、職員駐車場に向かう途中、道路工事のため一定間隔で地面に設置してあった鉄板につまづき転倒し、顔の擦過傷、
両膝の打撲、頭部打撲、左手の痛みがあり、負傷したもの。（女性50代）
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